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札幌日本大学高等学校 
  ＳＳＨ推進室 

札幌日本大学高等学校 

 文部科学省指定   

   理数系教育の最先端 スーパーサイエンスハイスクール 
   理数系教育に重点を置いた研究開発を行い、将来の国際的な科学技術系人材の育成を図ります。 

 

世界レベル
で活躍する
科学技術系
人材の育成 

１学年 

科学的事象に強い 
関心を持ち、基礎 
基本を確実に身に 

つける。 

課題を自ら発見し、 
解決する方策を 

立てることができる。 

研究の成果をまとめ、 
正しく伝えることが 
できる。進路設計 

を確立する。 

 ◆平成25年度 ＳＳＨ活動内容◆          1・2年SSHクラス・科学部 

 アイスランドの自然（ギャウ・氷河・火山・間欠泉等）や地熱発電を
観察するとともに、先進的な研究についての講義や見学を行いまし
た。また、アイスランドのもっとも古い中等教育機関Menntaskólinn 
í Reykjavíkで、高校生との交流を通じて国際感覚を身につけ、コ
ミュニケーション能力の向上を図るなど、日本国内では体験できない
貴重な体験ができました。 

      先端科学に触れる「高大連携や施設見学」などを通じて、知的好奇心    
            を喚起し学習意欲や探求心を向上させます。 

      地球規模での課題を発見し、グローバルな視点をもって解決するため 
      の課題研究を行い、創造性・独創性や科学的リテラシーを育みます。 

      「海外科学研修や課題研究発表・特別講義」などを通じて、豊かな人 
            間性や国際性、コミュニケーション能力や科学者・技術者に求められ 
            る倫理観を高めます。 

 １年生を対象に道南を訪れ、北海道大学水産学部で生物素材を
用いた泥濁水の浄化についての講義・実験、はこだて未来大学では
プログラミングやプレゼンテーション・デザイン等についてご指導い
ただきました。また、トヨタ自動車北海道や日本製鋼所を見学し、生
活に直結した技術や、自然環境について学ぶフィールドワークを洞
爺湖有珠山ジオパークで行いました。 

２学年 ３学年 

・北海道大学低温科学研究所   古川義純教授 
・北海道大学電子科学研究所   長山雅晴教授 

・京都大学野生動物研究センター 小倉匡俊特別研究員 など   

 海外科学研修（アイスランド）   フィールドワークⅠ・Ⅱ  

 サイエンスツアーⅠ・Ⅱ  
 サイエンスツアーⅠ  サイエンスツアーⅡ 

 2年生を対象に、課題研究テーマと連動させ、日本大学工学部、
理工学部、文理学部の各研究室を訪問し、さらなる研究・実験手法
を学び、課題研究発表を行いました。日本大学東北高校の理科部
生徒と交流、筑波研究学園都市では高エネルギー加速器研究機構
を見学後、グループ毎に研修を行いました。また、国立天文台を見
学し、最先端技術に触れました。 

 特別講義   大学の研究室訪問  
・千歳科学技術大学         長谷川誠教授 
・北海道大学触媒化学研究センター  大谷文章教授 

・北海道大学大学院工学研究院    原田周作准教授  など   

 豊平川の歴史と本校周辺の
地形史との関係を学び、断層
の観察、石英斑岩採集、化石
採集、札幌軟石の観察を行い
ました。 

 地学  生物 
 フィールドワークや生物採
取の基礎的な知識を知り、今
後の研究発表等の参考になる
よう活動を行っています。 



【２・３年】上出洋介名古屋大学名誉教授による特別講義「オーロラの科学」・課題研究発表 

 オーロラ研究の第一人者である上出洋介名古屋大学名誉教授 
（りくべつ地球宇宙科学博物館館長）にご来校いただき、特別 
講義『オーロラの科学』を実施しました。太陽からのプラズマ 
の風が人工衛星や地上の技術システムに影響を与え、人間の健 
康や社会機能にまで影響を及ぼすことなど興味深いお話を聞く 
ことが出来ました。講演に続いて4つの課題研究発表が行われ、 
質疑応答では上出先生から発表内容に関するご講評をいただき 
ました。また、一人一人が日頃抱いている疑問に答えていただ 
くなど今後の課題研究に対して貴重なご助言をいただきました。 

【１年】「科学するこころ-中谷宇吉郎の世界」DVD鑑賞と「雪結晶生成実験」 

 本校が実施するSSH事業は、雪氷学研究を研究開発の重要項
目と位置付けています。1年SSHクラス生徒は、SS基礎(学校設
定科目)のはじめに『科学するこころ-中谷宇吉郎の世界』のＤ
ＶＤを鑑賞し、『雪結晶生成実験』を行っています。これを本
研究開発の出発点としています。中谷博士が行った雪結晶生成
実験を、物理実験室においてペットボトルで雪の結晶を作る実験（平
松式）を行いました。 

【１年】講義「電子回路基礎」・科学基礎実験  【１年】「雪結晶生成実験」ポスター発表 

 『電子回路基礎』の講義を実施しました。また、電子回路実験セッ
トを用いて簡単な回路を組み立てダイオードなどの基礎知識を学習
しました。テスターを用いた計測では、抵抗の計算値と実測値の差
などを調べました。放課後には、マイコン制御やプログラミングを行
い、大きい紙に描かれた黒い線の上にマイコンカーを走らせました。 

 『雪結晶生成実験』のポスター発表を行い、後期（10月）か
ら行う課題研究の準備、口頭発表の練習の機会としました。  

 ◆平成25年度 課題研究発表◆           1・2年SSHクラス・科学部 

 ◆平成26年度 ＳＳＨ活動◆         1・2・3年SSHクラス（4～5月度） 


